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高い人口減少率
高齢化率36.5％
＝日本全体の25年先

日本の２５年先をいく高齢化社会
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「人口の社会増」への挑戦
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増加人口目標

Ｈ27-36 増加目標 ＜約1,480人＞

●20～30代の子育て世代 1,230人

●その子ども 250人（自然増51人含）
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≪実績値≫

H２７ ▲ ９２人

H２８ ▲１６４人
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雲南市総合戦略 ～『人口の社会増』への挑戦～

【戦略１】 子育て世代の流出抑制と転入増を図る「定住基盤の整備」

○子育て環境の一層の充実
・待機児童対策（保育所整備・認定こども園化の推進）
・放課後児童クラブの整備促進
・一時預かりなど多様な保育サービスの充実

○仕事への支援
・神原企業団地整備と松江自動車道スマートＩＣ設置
・地場企業と連携したＵＩターン就職支援 など

○住まい施策の強化
・子育て世帯への宅地購入助成や固定資産税の減免支援
・民間賃貸住宅の整備助成制度の創設 など

ママパパによる「子育ち応援会議」

【戦略２】 地域課題解決にチャレンジする「人材の育成・確保」

「子ども×若者×大人チャレンジ」の連鎖による持続可能なまちづくり

生き抜く力を育む
子どもチャレンジ

地域の未来をつくる
若者チャレンジ

地域自ら地域をつくる
大人チャレンジ

・一貫したキャリア 教育の充実
・英語など学力の育成強化 等

・課題解決ビジネスの創出
・首都圏の起業人材の誘致 等

・後継人材の育成
・地域づくり応援隊の配置 等

小学生、中高生向けに
「週末塾」を開催

若手人材を掘り起しネットワークする
「幸雲南塾（大人版）」

地域住民で運営する商店
「はたマーケット」
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プロジェクトの全体像（生態系図）



チャレンジの連鎖

地域の未来をつくる若者チャレンジ

意欲ある大学生のチャレンジ
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【１８大学・８６名が学び合い】

本気で学びたい大学生が地域に
飛び込み、課題解決の現場でフ
ィールドワーク。

【学生サークル誕生】

【新規雇用と経済効果を創出】

３名から７名へ雇用拡大した
訪問看護事業をはじめ、幸雲
南塾を通じて４５名の雇用を
創出（およそ２億円の経済効
果）。

【地域づくり応援隊の活躍】

鍋山地区では、看護師資格をもつ
２０代女性が移住し、コミュニテ
ィナースとして地域の健康づくり
に奮闘中。

中学生・高校生のチャレンジ

継続的に雲南で活動する「学生
サークル」が立ち上がり、空き
家を活用して学生寮を開設予定。

【まちづくりへのチャレンジ】

小学生に雲南の魅力を伝える
まち歩きツアーを企画・実践。

【地域でのフィールドワーク】

地域の協力を得ながら、実際に
現場へ出かけ、学びを深める
授業。

地域自ら地域をつくる大人チャレンジ

【水道検針×見守り×健康指導】

水道検針を地域で受託。毎月全
世帯を訪問し、独居高齢者等へ
の声掛けや、市保健師も同行し
、血圧測定や健康指導を実施。

【産直市×サロン×見守り】

産直市とサロン機能をもつ「笑
んがわ市」。独居高齢者の楽し
みの場となっており、地域の見
守り活動につながっている。



全国から注目される雲南のチャレンジ

過疎地域自立活性化優良事例表彰
“総務大臣賞” を受賞
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地域自主組織による住民主体の地域づくりの
取り組みが、過疎地域の先進モデル事例とし
て認められ、総務大臣賞を受賞。

雑誌「ソトコト」で特集 ＮＨＫ番組で全国放送

地方に関心をもつ若者層が愛読する雑誌「ソト
コト」に、幸雲南塾卒業生の活躍が特集掲載。

ＮＨＫ情報番組「サキどり」で、幸雲南塾卒業生の
取り組みが30分間の特集番組として全国放送。

プラチナ大賞 ・総務大臣賞 を受賞

第4回プラチナ大賞最終審査発表会にて、雲南
市の「若者チャレンジ」が最上位の「プラチ
ナ大賞」と「総務大臣賞」を受賞。


